
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：60
問題あり：5
要確認：8
問題なし：47

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

人名

記載内容：「秋野公造（あきの・こうぞう）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト及びWikipediaで確認

組織名・団体名

記載内容：「公明党」
検証結果：✓正確
根拠・出典：公明党所属の参議院議員であることを確認

地名

記載内容：「福岡県選挙区」
検証結果：✓正確
根拠・出典：現在福岡県選挙区の参議院議員であることを確認

2. 数値情報  

生年月日・年齢

記載内容：「1967年生まれの57歳」
検証結果：✗誤り
正しい情報：1967年7月11日生まれ、2025年7月3日時点で57歳（正確）だが、記事の対象期間「2015–
2025年」の後半では58歳になっている
根拠・出典：参議院公式サイト及びWikipediaで生年月日を確認

議員当選回数・年次

記載内容：「2010年・2016年・2022年」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2010年7月11日初当選、2016年7月10日再選、2022年7月10日3回目当選

在職期間

記載内容：「2010年7月から現在に至るまで15年」



検証結果：✓正確
根拠・出典：2010年7月11日の参議院議員選挙で初当選

3. 法案・立法活動  

がん登録法の成立年

記載内容：「2013年12月」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2013年12月13日に「がん登録等の推進に関する法律」が成立

がん登録法の発議者

記載内容：「秋野公造氏は発議者の一人」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院議員7名による議員立法として発議され、秋野公造氏が発議者の一人

成育基本法の成立年

記載内容：「2018年12月」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2018年12月に成育基本法が参議院本会議で可決し成立

脳卒中・循環器病対策基本法の成立年

記載内容：「2018年12月」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2018年12月10日に脳卒中・循環器病対策基本法が成立

秋野氏の議員連盟での役職

記載内容：「成育基本法議員連盟で幹事長」
検証結果：✓正確
根拠・出典：成育基本法推進議員連盟で幹事長を務めた

特定生殖補助医療法案の提出年

記載内容：「2025年2月」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2025年2月5日に特定生殖補助医療に関する法律案が提出

4. 役職・委員長歴  

2017年の法務委員長解任決議

記載内容：「2017年の委員長解任決議案提出」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2017年6月7日に法務委員長秋野公造君解任決議案が提出



財務副大臣就任

記載内容：「2022年に財務副大臣就任」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2022年8月12日に発足した第2次岸田第1次改造内閣で財務副大臣に任命

環境大臣政務官就任年

記載内容：「2012年環境大臣政務官兼内閣府大臣政務官」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2012年12月26日に発足した第2次安倍内閣で環境大臣政務官兼内閣府大臣政務官に任命

5. その他の重要な事実関係  

出身地

記載内容：記載なし（要確認）
検証結果：△要確認
正しい情報：兵庫県神戸市生まれ
根拠・出典：兵庫県神戸市生まれと明記

大学院修了年

記載内容：記載なし（要確認）
検証結果：△要確認
正しい情報：1996年大学院医学研究科博士課程修了
根拠・出典：1996年同大大学院医学研究科博士課程修了

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 年齢表記の修正：「57歳」は2025年7月11日以降は「58歳」となる
2. 出身地の追加：兵庫県神戸市出身であることを明記
3. 学歴の詳細化：大学院修了年（1996年）の明記

追加確認が推奨される情報  

1. 選挙区の変更：比例区→福岡県選挙区への変更時期の詳細
2. 委員長就任の正確な年月日
3. 議員連盟での具体的な活動実績
4. 法案の詳細な審議経過
5. SNSのフォロワー数などの具体的数値（時点明記が必要）
6. 政治資金に関する具体的な数値データ
7. 国会発言回数などの定量的データ



8. 省庁審議会への参加実績の詳細

記事の信頼性向上のための提案  

1. 出典の明確化：すべての事実について出典を明記
2. 時点の明確化：年齢や役職など時間に依存する情報の基準日を明記
3. 数値データの検証：統計データや発言回数などの定量的情報の検証
4. 一次資料の活用：国会会議録、政府発表資料などの一次資料の参照
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